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子 ど も の 父 親 観

上嶋　正彦 （くもん子 ども研究所）

1 ，は じめ に 3 ．結果

　最近 の親子関係を表現 するの に 「友達親子」 と

い う言葉がある。核家族化の浸透と、サラ リ
ー

マ

ン世帯の増大 、 経済的な豊かさの 達成などの要因

によ り、肯定的な文脈において は平等で 対等な 関

係、否定的な文脈に おい て はけじめのない 関係と

して 規定される こ とが多い ようだ 。

　 こうした言説が生まれる背景に は、父親をめ ぐ

る諸状況の 変化とともに、子 ども自身の 家族 に対

するまなざ しの変化があるので はない だろうか。

　本調査は倭者の 視点か ら、小学校高学年か ら高

校生を対象に、父親をどうとらえているのかを探

るとともに、それが父親の意識 と違いがあるか ど

うか に つ い て も検討 する 。

2 ，手続き

　調査員 50 名に 、男女 24名ずっ を無作為に抽出

し、調査を実施 するよ う依頼するとともに、全国

紙 の広告を通 じて募 っ た当研究所の モ ニ タ
ー828

名に依頼 した （回収率 83．0％）。 また 、 その 父親

に対 しても質問の
一部 につ いて 回答を求めた。讃

査時期は 1996 年 9 月〜 lO 月 。 調査項 目は

「食事時における父 親との 会話時間 とその 内容」

r実際の父親像」　「父親に望むこ と」　「父 親へ の

評価」な どである。

〈サ ンプル構成 ： 人〉

男子 女子 合計

小学 4 〜 6 年生 328 332 660

中学 1 〜 3年生 262 359 621

高校 1 〜 3 年生 182 22D 4D2

合計 772 911 1683

  父親 との会話時間 （1 日〉

　父親との 1 日の会話時間は r15 分以下」が最

も多く 32，4％ とな っ た 。 また 「15 〜 30 分」が

28．2％、 「31 〜 45 分」 が 9．7％ とな り、45

分以内の 家庭があわせて 70，3％ に達した e こ れは

同時に尋 ねた父親との 夕食時間 とほ ぼ同 じ比率

を示 した。父親 と子 どもが会話するの は、夕食時

のみで ある家庭が多い こ とをうかがわせ る 。

  子 どもの 父親像 ・父親の 父親像

　子 どもか ら見た父親像と父親か ら見た父親 （自

分）像につ いて の結果を図 1に示 した 。

　子 どもか ら見た父親は 「仕事熱 心」　 （60．2％）

で 「物知 りで教えて くれる」　（56，9％） 「家族に

やさしい」　 （37，0％｝存在で ある。

　
一

方 、 父親 自身の評価 も 1位は変わ らない が 、

2 位に 「家族にや さしい 」 （35．5％ ）、3 位に 「子

どもを自由に させ て いる」　（33．0％〉が入 る 。 こ

の 「子どもを 自由に させ てい る」 とい う項 目は子

どもで は 19，2％に過ぎな い。さらに 「友達の よ う

に接する」 につ いて も、子どもが 13．4％ 、 父 親が

22．了％と、父親の 自己評価が子 どもを上回 っ た。

全 18 項 目の うち、 父親の比率が子 どものそれを

上回 っ たのはこ の 2 項目のみであ っ た 。

　子 どもの 学年層別に 見た 1 人 あた りの平均回

答数は小学生 6．22、中学生 4．86、高校生 4．18で

あ り、学年が上がるほ ど、父親に対するイメージ

が希薄になるこ とがわかる。

  子 どもが望むこ と ・父親が望むこ と

　子 どもが父親 に望んで い る こ とと、父親が子ど

もに してあげたい こ とを図 2 に示 した 。
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図 1　 子どもの 父親像 ・父親の 子ども像 （単位％ ）
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図 2　 子どもが望む こと ・父親が望む こ と （単位 ％〉

　子 どもが父親 に望 んで い るの は 、上か ら順 に

「欲 しい もの を買 っ て ほ しい 亅 （43，6％） 「休 日

に は どこ か に つ れ て い っ て ほ しい 」 （37．2％）「あ

ま りロ出し しな い でほ し い 」　（32，7％）とな っ て

い るの に対 して、父親が子 どもに して あげた いと

考え て い るの は f話 しか けた らちゃ ん と答え る」

（45．3％） 「世の 中の こ とを詣す」 （44，3°
／。 ） 「い

っ し ょ に遊ぶ」　（40，6％ ）で あ っ た 。

　小学生が高校生 を 20 ポイン ト以上上回 っ た項

目は 「早く家に帰 っ て来 てほ しい 」　「一緒 に遊ん

で ほ し い 」 「も っ と家に いて ほ しい1 などで あ っ

た 。 中学生 が 最も高い 割合を示 した項 目は 「あま

り口 出 ししな いで ほしい 」 で あ っ た。高校生が最

も高い割合を示 した項 目は 「一人前の 人間 と認め

てほ しい 」 で あ っ た 。

4 ．考察

　子ど もたちの 父親 に対する満足度の 高さなど

を見て も、父親 も子どももそ れな りに満たされた

弱係を作 りあ げて い る、とい えよ う 。

　また 、父親 と子どもの 結果をくらべ た時、友達

付 き合い へ の指 向は、む しろ父 親の方に強いよ う

に見える。父親 が子どもと目の高 さを同 じくする

こ とに よ っ て 、いわ ゆる
“
民主的な

Pl

父 子関係が

維持されて い るので はないだろうか 。

　
一方、父親は わが子 に対 して社会の こ とや人生

につ い て伝えた い とい う希望 も強い 。 子 どもの側

にも理想の父親 として r頼れる」父親を求める傾

向があ っ た 。 個人が矮小化されがちな現代の消費

社会・情報社会の 中で 、新たなイメージによる
“

強

い
”

父親が望 まれて いるの で はない だろうか 。
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